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西濃地区家庭教育応援通信    Ｎｏ．９           令和３年１１月１日発行  
 

 

 

西濃県務所 振興防災課 振興防災係  

家庭教育担当：酒井 俊亘

電話：０５８４－７３－１１１１ ＜内線２１２＞ 
 

バックナンバーはこちら ⇒ 

大垣市立赤坂幼保園 家庭教育学級 
工作キットを配布し、親子で作って楽しみました。 

【在宅取組型】 親子工作 ７月 （年間３回計画） 

親子工作は、１０月

に「登り人形」１月に

「ぴょんと飛ぶロケッ

ト」と合わせて３回の

計画です。 

家庭教育学級長さんが、素敵な活動報告を作成されました。 

工作の材料といっ

しょに、作り方を配布

しました。 

簡単に作ることが

できるものを選ぶこと

で、親子で遊ぶ時間

を大切にしました。 

親
子
で
作
っ
た
作
品

を
使
っ
て
、
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。 
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大垣市立中川小学校 家庭教育学級 
全学年対象の初めての取組でしたが、 

多数のメニューが集まりました。 

夏休み 親子ふれあいクッキング 
【在宅取組型】 夏季休業中 

【こどもから】 

・たまごやきは、しかくのかたちにするのがむずかしかったです。 

（１年生） 

・おかあさんが、「ほうちょうをつかうときは、ねこの手でやったほうが

いいよ」といったので、ねこの手でやってみたら上手にできました。 

（２年生） 

・一人で焼きそばを作って、ひっくりかえしたりするとき、焼きそばが重

かったのでたいへんでした。いつもお母さんは、いそがしいのにおい

しいごはんを作っているので、ありがとうと言いたいです。  （５年生） 

【ご家族から】 

・メニュー決め～、材料選びをしてもら

い、一から一緒に作ることができ、こう

いう時間っていいな、大事にしたいなと

思いました。（３年生親） 

・包丁で切ったり、材料をまぜたり、上手

にできたね。長い夏休みだったので、一

緒にお昼ごはんをたくさん作れて助か

ったし、楽しかったよ。（４年生親） 

 

す
ぐ
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
簡
単
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る

こ
と
で
、
参
加
者
を
増
や
し
ま
し
た
。 

表 裏 
下
部
分
が
提
出
用
。
料
理
の
写
真
を
貼
付
し
、
親
と
子

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記
入
し
ま
す
。 

学年ごとに料理とメッセージをまとめた「成人・

家庭教育委員会だより」を発行しました。 
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ふれあい作品の見本 

大垣市立中川幼稚園 家庭教育学級 
作品づくりを通して、わが子との会話を楽しみ、成長を感じました。 

【在宅取組型】 夏季休業中 

お野菜スタンプをやりました。スーパーでスタンプできそうな

野菜を選び、切り口を見てどんな模様でどんな絵ができるだろ

うと一緒に考えながら作っていくのがとても楽しかったです。 

子どもがどんな考えや発想をもっているのかを知ることがで

き、とても楽しく驚くことも多かったです。 

大きくしかちぎれなかった折り紙が、だんだん小さくちぎれる

ようになり、貼り方も上手になっていきました。普段、じっくり見る

ことができない姿を間近で見て、ほめてあげることで、こどもは

とても嬉しそうに作業していました。 

家
庭
教
育
学
級
長
さ
ん
た
ち
が
、
家
で
折
り
紙
な
ど
の
掲
示
物
を

作
り
、
送
り
迎
え
の
時
間
を
使
っ
て
、
展
示
し
ま
し
た
。 

保護者の声 

どんな作品にするのか、

どんな材料を使うのか、親

子で相談し、一緒に作った

からこそ、大切な時間とな

りました。 
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垂井町立不破中学校 家庭教育学級 
HPを最大限活用して行いました。 

食事で旬を感じよう 
【在宅取組型】 夏季休業中 

参
加
者
の
料
理
が
カ
ラ
ー
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。 

家
族
と
相
談
・
苦
手
な
食
材
克
服
・
栄
養
い
っ
ぱ
い
の
旬
の
野
菜
・
楽
し
い
・
お
い
し
い 

「体験活動参加

型」から「在宅取組

型」への変更で、参

加者が大幅アップ！ 

HPだけでなく、学校行事に合わせて

校内展示を予定しています。 

参
考
資
料
と
し

て
、
献
立
の
例
も

掲
載
し
て
い
ま
す 

家庭教育で教え、育むこと 

自立心   家族の大切さ
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  （類似の取組を含めて）

 

〈長引くコロナ禍による影響〉                 

  新型コロナウィルス感染症拡大前に

比べて、保護者同士が直接会って交流

する機会は減少しています。そのため、

「子育て（孤育て）」の不安や悩みが膨

らんでいるのではないかと思いがありま

す。このような状況だからこそ、多くの人

が「家族」や「社会とのつながり」をより

強く意識するようになりました。 

家庭教育学級に「話そう！語ろう！わが

家の約束」運動（在宅取組）を取り入れ

ることで、親子のコミュニケーションの機

会や家族の話題が増え、実践の交流を

通して保護者どうしが学ぶことができま

す。 

「約束運動宅配サービス」などを利用

して、実施１００％をめざしましょう。 

 

 

※ 上記のチラシが私立、大学附属を含む、県内全小中学校、全学年に配布されま

す。参考にしてください。 

大垣市立綾里小学校 家庭教育学級 
毎年恒例の取組だからこそ、親は

子どもの成長を強く感じます。 

はやね・親子で 

スキンシップ習慣 
【在宅取組型】 夏季休業中の１週間 

【おこさま】 

・はやねをしたら、気分が良かったです。これからも

続けたいです。 

・いつもしているので、特に変わりはないけど、これか

らも続けていきたい。 

【おうちの方】 

・ハイタッチをしたり、おんぶをしたりして、大きくなっ

たのを感じてうれしくなりました(^^)/ 

・毎日欠かさずスキンシップができているし、ずっと

続けようね。いつも幸せな気持ちでいっぱいだよ💛 
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岐阜地区家庭教育応援通信 「みんなで子育て」№７ より転載 

各務原市立陵南小学校 夏ビンゴ このカード楽しい！  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

このカードは学校からご
提供いただきました。あり
がとうございました。コン
セプトは「親子でふれあ
い、考える」です。 

 
今年もコロナ禍の中、遠
出をすることもできないた
め身近で夏という季節を
親子で考え感じられたらと
思い、作成されました。 

 
校区に関係のある動植
物や夏の風物詩や今年な

らではのオリンピックも描
かれています。 
動植物を見つけるには
親子で散歩しないと分か
らない場合もありそうです
ね。鳥を見つけるのは難し
そうですね。 
ラッキー枠は各家庭で
のオリジナルになるという
点もよく工夫されていま

す。 
ビンゴ形式にしたり階
級を設けて取組意欲をあ
げていたり工夫が一杯で
すね。 
ワクに入れてある絵を
決める苦労が感じられま
す。願いのこもったカード
ですね。 

※ 在宅型の取組事例や実践カードを教えてください。 
このようにコロナ禍での在宅取組型を工夫されているという事例は、まだ
まだありそうです。これらを紹介し皆様の活動を広げていきたいと考えてい
ます。そこで、各家庭教育学級で実践されたカードや実践事例を教えていた
だけないでしょうか。 よろしくお願いします。 
家庭教育担当 酒井  電話：0584‐73‐１１１１（内線２１２） 

メール：sakai-toshinori@pref.gifu.lg.jp 

★在宅取組のマナー 3つの「ない」 「比べない」 「探らない」 「強制しない」 
在宅取組を行った際、作品や実践カードをお出しいただき、お手紙や展示などで他の保護者さんの参考にしていた

だくことがあります。しかし、作品やカードを提出して、家庭の様子を知られるのがいやだという方もいらっしゃいます。

そのためのルールとして、上記の３つの「ない」に配慮していただきたいです。 

mailto:sakai-toshinori@pref.gifu.lg.jp

